0507 / 0508　国際・社会探究Ⅰ～課題の再設定～
伊達（2026）
1. ミニ・レクチャー「リサーチクエスチョンについて」
1-1「問いの種類」
記述的な問い：ある事象Yがどのようになっているのか
説明的な問い：どのような原因Xがあれば、Yをするのか（Yであるのか）

Q. 次の問いは、どっち？
1. 小浜市に住む外国人の孤独感はどの程度か？
2. ある取組Aをすることで小浜市に住む外国人の孤独感を軽減することができるのか？

1. も 2. も、どちらも大切！（∵孤独感0ならば、取組Aをする必要がない）

それを踏まえて、下図の観点からRQを焦点化させていく
Q. どうしたら自分の問いを、真ん中に近づけられるか？
・どうしても難しい場合は、2つを満たすことを意識する

1-2「2つの観点」
①　　　　　　　：探究者自身の体験に基づいており、他の誰でもないその探究者がその「問い」に取り組む必要性があること

②　　　　　　　：探究者自身にしかわからない前提や想定を排除し、探究を他の人々にも共有できるようにすること

どちらも大切だが、①を重視すると、マイ・ストーリーに近づく！
①生徒共有＞02_社会科＞★国際・社会探究＞★R8国際・社会探究＞★国際・社会探究Ⅰ＞01各グループ作業フォルダ　に自分のグループフォルダを作成する。（例）00上戸②RQを考える→担当教員に提出

③担当教員との対話（GW活動報告を含む）および継続研究


3. 今後の日程
	回数
	月日
	活動内容
	枠組み／備考

	1
	5/1
	課題の再設定①・探究
	問いの再設定
活動

	2
	5/7
	（木）課題の再設定②・探究
	

	3
	5/8
	探究①（1時間のみ）
	

	4
	5/22
	探究②、スライド作成
	

	5
	5/29
	テーマ助言会
	問いの修正

	6
	6/12
	クロスセッション・課題の修正
	

	7
	6/19
	探究③
	活動

	8
	6/28
	探究④
	

	9
	7/10
	WISF前日交流
	

	★
	7/11
	（土）Wakasa International Science Forum
	

	10
	7/17
	探究⑤
	夏休み活動計画

	夏休み（フィールドワーク、データ収集、分析）
国際探究科サマーセミナー
	＋秋休み活動計画
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締切：5月14（木）17時	担当教員のサイン：
